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今号のニュースは、９月定例会を中心に、

この間の活動含めて報告します。

今回も請願の紹介議員を依頼されました。

悪質なクレジット商法への「抜け道のない」

しっかりした法案を望んだモノです。

決算審査特別委員会の報告は、紙面の都合

で掲載できませんが、平成１８年度の一般会

計歳入決算額は２１６億７，３３５万２，４

６７円、歳出決算額は２０８億５２０ 万１，

０９７円で、前年度決算対比で７億２，９４

１万９，８９１円、３．４％の減でした。

と

ＨＰ http://www.orahoo.com/ayumu-kai/ Ｅメール kt.takyanagi-710@au.wakwak.com

８月３１日、県の議長会主催の研修会に参

加しました。気象予報士で、元ＮＨＫキャス

ターという村上貢司氏による講演は、「地球

温暖化と異常気象」でした。

この百年で０．７度の気温上昇は、人間に

例えると「微熱程度」だが問題は、短期間で

あると言うこと。（人類が対応不可能）

果実の栽培適地帯も、温暖化で急激に北上

しているとか！沼田のリンゴも心配です。
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←長崎の平和記念公園にて

立ち入り禁止のプレートがありますが、

決して危険な場所なのではなく、翌日の平

和集会の準備のためです。

２つの分科会へ参加し、それぞれ大変勉

強になりましたが、「高校生平和大使」を

取り組み、すでに１０年といいます。

国連に、高校生が平和への署名とメッセー

ジを直接届けるというもので、「次世代」

へしっかりバトンタッチだなぁと痛感！
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左の写真は、Ｈ１

３年度に作成された

障害者福祉計画です。

この考え方を踏襲

して今回の障害福祉

計画も策定すると言

います。しかし、関

係者が一生懸命作ら

れたとは言え「措置

制度」時代の理念ですし…。変化のスピー

ドは急速になる中で、当時の市長とも変わっ

ているのですから…。

どんなに厳しい時代にあっても「市民全

体で地域と自治を築いていく」という力強

い決意と哲学を、星野市長自らの口から

「新時代」の福祉理念を熱く語って欲しかっ

たのですが、質問の仕方がヘタで上手く引

き出せませんでした。

障害者福祉計画の期限はＨ２２度で終了

障害福祉計画はＨ２３年度で一端終了です

から、「新」障害者福祉計画の策定に当たっ

ては、アンケートの実施、委員会の立ちあ

げ、市長の決意が期待できそうです。

９月定例議会
高柳一般質問

【質問の動機】

ますます加速する格差社会にあって、

その「崇高な理念」と裏腹となっている

「過酷な現実」の渦の中で当惑・混迷す

る障害者のみなさんの自立と支援につい

て、障害者自立支援法にともない、その

策定が義務付けられた障害福祉計画を中

心に質問を致します。…

という質問の出だしから分かるように、

この法案は「改革を止めるな！」として

行われた郵政解散の真っ直中で障害者や

関係者が猛反発する中、通された法律で

す。

介護保険の時もそうでしたが「介護の

社会化」をスローガンに、その理想を追

求しましたが、現実には「介護の事業化」

で採算を基礎とした展開となり、「コム

スン」

問題を引き起こしてきました。

聞きたかったのは市長の決意と哲

Ｑ：障害者自立支援法と障害福祉計画策

定の意義と目指すべき地域社会をどう捉

えて、進めていこうとしているのか。

Ａ：この計画は、障害者計画の中の福祉

サービス部分の具体的な計画として位置

づけられ、事業ごとのサービス必要量等

を見込むものとされ、内容的には国の基

本指針を踏まえ、新サービスへの移行を

完了するＨ２３年度末に向けての数値目

標を設定するものとしています。

目指すべき地域社会は、障害者が地域

社会の中で自立して生活ができ、保護者

にとっては、安心できる将来が見えるこ

とだろうと考えています。このような社

会づくりを進めるためには、それぞれの

障害に応じた適切な生活訓練、就労訓練、

就労、住宅の確保など生涯を通じた支援

により達成できるものと考えています。

ソーシャル・インクルージョン？
以前にも取り上げた課題です

が、ヨーロッパ諸国で近年の社

会福祉の再編にあたって、その基調とされ

ている理念です。

経済や効率が優先されるあまりに、社会

から排除された人々の市民権を回復し、再

び社会に参入することを目標として、その

実現に向けて公的扶助や職業訓練、就労機

会の提供等が総合的に実施されていくこと。

例えば、フランスの参入最低限所得法に

よる最低生計費扶助制度（RMI）で、社会

的弱者と言われる方々の社会的参入と職業

的参入を図るため、最低限所得を保障し、

こうした人々を社会的に再統合することを

豆知識
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Ｑ：「日中活動系サービス」のモデルケー

スでは、６０人を単位として、生活介護、

就労移行、就労継続を組み合わせて、サー

ビス管理責任者が事業を行う場へ人材を

派遣していくという要領となります。

介護や就労に対しての、報酬単価の積み

上げで「採算」を見込みますが、実際の

運営はかなり厳しいものが予想されます。

しかし、こうした事業展開を思考してい

かない限り、本来は「通過施設」となる

べき場が「滞留施設」となっている現実

の改善は見えてこないと考えるのです。

以上のことから、沼田市の福祉作業所

に於いて、こうした視点での検討はされ

ているかをうかがいたいと思います。

Ａ：福祉作業所は就労へつなげる通過施

設の位置づけですが、実態として、就労

へ進む事例は極めて少ないのが現状です。

就労は自立の面から必要な条件でもあ

りますので、福祉作業所通所者の就労へ

の移行について、どのような対応が図れ

るか、あらゆる方策を検討をしていきた

保健福祉センターの拠点化

ほかにも様々問題提起
保健福祉センターの拠点化に

ついては、次ページ以降に掲載

の中心市街地への行政再提案書

にも触れながら、「拠点なき支

援」では不充分であることを強く訴え、

答弁の中の「極力工夫」の具現を求めま

した。 相談体制の充実に向けた考えで

は、広域支援となる相談員の不足の課題、

相談室の設置などについて質しました。

また、自立支援協議会での課題解決能

力の向上について要望しました。（本来

は市町村に設置が原則だが、広域に設置

したということは、財政問題や障害者の

人数の偏在も考えると、これがベターと

考えたのかもしれません。）

医療支援等について、脳性麻痺等のリ

ハビリが必要な児童への対策などについ

て、充実に向けた研究を求めました。

思考模索

就労支援（日中活動）

Ｑ：沼田市障害者福祉計画には、「福祉

推進の拠点づくり」という項目で障害者

やボランティア団体等の活動の場など、

障害者の幅広いニーズに対応できる総合

的な福祉サービスの拠点の設置を推進し

ます。としています。県内他市の状況を

見てみると本市における保健福祉センター

に、その拠点を確保しているのが一般的

ですが、市長の考えをお聞きいたします。

Ａ：建設時には相当な規模を有する施設

として設置されましたが、その後、作業

所の整備などにより、現状では施設的に

余裕が無いという状況にあります。

保健福祉センターの拠点化については、

内容的には理解できますが、実態として

はこれに特化できる条件が整っていない

ことから、現状の中で、極力工夫しなが

ら関係者の要望に添えるよう、研究をし

て行かざるを得ないと考えています。

Ｑ：施設や病院から地域へ移行するとい

うことは、就労とともに生活の場である

住まいの確保をしなくてはなりません。

３０人に１人のサービス責任者を置き、

世話人、生活支援員を雇っての「採算」

は、やはり厳しい事がうかがえます。

見込み量となる人数を受け入れる住ま

いの確保策として、設置促進をどう図ろ

うとしているのかをうかがいます。

Ａ：既存施設の少ない当地域にあっては、

当然これら必要な施設の整備を図る必要

がありますので、いろいろな角度から設

置に向けて検討したいと考えています。

居住支援（住まいの場確保）
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Ｑ：全体的に地権者対応等、進展があま

り見られません。そんな中今回、情勢の

変化により行政提案をされたが地域なら

びに、地権者の反応について伺います。

また、以前からの経過を考えるときに、

もう期限を切った最終判断をすべきと感

じているが。

Ａ：見直しは、市としても経済や財政状

況の変化などに対応した基本計画の見直

しに向けて、その根幹となる土地区画整

理事業と核施設計画の見直しを早急にし

なければならない状況なので、先行して

核施設の行政提案の見直しを行ないまし

た。

去る８月２４日には、上之町・中町・

下之町３カ町の区長さん等、役員さんを

対象に説明会を開催しました。

今後協議していく上での「たたき台」

ということで説明会を行ないましたが、

参加者の反応は、市の置かれている状況

を概ね冷静に受け止められたと考えてい

ます。

中心市街地整備推進について

Ｑ：沼田市の財政状況は、経常収支比率

が１０４．７％、公債費負担比率が１７．

５％と財政の硬直化がすすみ、地方交付

税は年々減少しているなど厳しい状況に

あることはだれが見ても明らかです。

財政健全化にむけどのような取り組み

がされるのか。

Ａ：財政構造の弾力性を判断する基準で

あります「経常収支比率」が、平成１８

年度決算で、前年度対比で５．５％増の

「１０４．７％」となりました。このこ

とは、歳入の確保に努めることはもちろ

んのこと、物件費などの消費的経費や人

件費などの義務的経費を含めて、歳出全

般を抜本的に見直さなければならないと

認識しています。

さらに、公債費だけでなく、公営企業

の元利償還金分の一般会計からの繰出金

や一部事務組合の公債費分の負担金等の

公債費類似経費も合わせて算入する「実

質公債費比率」が、平成１８年度決算で

「１９．９％」となり、ボーダーライン

の「１８％以上」となったため、起債発

行手続が「許可制」となり、本年度の申

請から「公債費負担適正化計画」などを

策定することが義務づけられることにな

り、全庁的な起債抑制等の対応が必要で

あると考えています。

４月１６日に「沼田市行財政改革実施

９月定例議会
一般質問概要

注意：特徴的な発言中心に概要です。複数

の発言をまとめたモノもありますので、あ

らかじめ了承願います。

文書中のＱ＝質問、Ａ＝応答、Ｏ＝意見

やさしさの核：他世代交流施設
自立・自己決定・社会参加・生き生き

ライフを実現する場所として

都市福祉施設の考えで、高齢者、障害者、

子育て支援やＮＰＯ・ボランティア団体な

ど各種団体の活動拠点

にぎわいの核：都市観光の集客施設
地産地消の推進と食の連携・地域情報の発

信・来街者と市民の交流・都市観光の拠点

歴史的建造物の活用を視野に

街なか広場、野外ステージ、生鮮市場、レ

ストラン、観光案内、物産品の販売、旧沼

田貯蓄銀行と生方記念文庫の一体的活用

やさしさ・にぎわいの核提案書（抜粋）

財政状況と行財政改革の取組みは
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主要財政指標の説明
実質公債費比率＝平成１８年

４月に地方債制度が「許可制

度」から「協議制度」に移行

したことに伴い導入された財政指標で、公

債費による財政負担の程度を示すものです。

従来の「起債制限比率」に反映されてい

なかった公営企業の公債費への一般会計繰

出金、ＰＦＩや一部事務組合の公債費への

負担金、債務負担行為に基づく支出のうち

公債費に準ずるもの等の公債費類似経費を

算入します。

１８％以上＝地方債発行に国の許可が必要

２５％以上＝一般事業等の起債が制限

「経常収支比率」＝財政の弾力性（ゆとり）

を見るための指標です。使途を制限されな

い経常的な収入（地方税、普通交付税等の

毎年収入される性質の収入）に対する経常

的な支出（人件費、公債費、扶助費等の毎

年経常的に支出されるもの）の割合が低い

ほど、財政にゆとりがあり、さまざまな状

況の変化に柔軟に対応できることを示しま

す。

「地方財政健全化法」とは？
自治体の財政の健全性を４つの指標で判

断し、悪化の度合いに応じて早期是正措置

を発動するというもので、４つの指標は、

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

となっていて、指標の公表は平成１９年度

決算から、財政健全化計画の策定の義務付

けは平成２０年度決算から適用されること

になります。

財政をめぐる状況は、「夕張問題」以降、

国民に急速に不安を伴った関心を高める結

果となりました。

住民自らが財政の研究会を重ねて「自治

体財政白書」を作成するケースも増えてき

ています。（大月市、上田市、多摩地域の

自治体等）

こうした活動に大いに役立つのが、総務

省のホームページにある「決算カード」で、

豆知識

学童保育の実態と改善・増設

Ｑ：環境と有害鳥獣対策を兼ねた遊休荒

廃地への牛のレンタル放牧への考えは？

Ａ：遊休地等に牛などを放牧することは、

野生獣が出没しにくい環境を確保するた

めの緩衝地帯を設けることになるなど、

有害獣対策の有効な手段の一つで、利根

町平川地区においては、本年度から耕作

放棄地再生活動等モデル支援事業として

実施しておりますが、脱柵など各種課題

も生じております。今後はこの経過を見

ながら課題等について研究していきたい。

環境に対応した農業と

Ｑ：特に要望の多い薄根地域を含めた未

整備小学校区に対する学童保育所の設置

と既設学童保育施設の充実についての考

えを！

Ａ：薄根地域は新たな住宅化が進み、ま

た、核家族化進展の中で、放課後、子ど

もが帰宅しても保護者がいないという家

庭が、増加をしていると推測され、学童

クラブの必要性も認識をしています。

全小学校区への設置を目標としていま

すが、地域のニーズ、場所、指導員体制

などの条件があるので、地域関係者と調

整しながら順次設置を進めていきたい。

既存施設のトイレなどの衛生環境整備

や、この夏のように猛暑が続く中での温
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原水禁６２ｉｎ長崎
表紙の写真にあるように８月７～９日

まで、長崎に行ってきました。

開会集会では、凶弾に倒れた伊藤一長

元長崎市長に変わって、新市長の田上氏

の発言に注目していましたが、久間防衛

大臣の発言を強く批判するなど、市の姿

勢が変化するのではないか？という不安

を払拭してくれました。

分科会：脱原子力社会をめざして
８日の午前、私は、７月に起きた刈羽

原発の地震対応の問題も気になり「脱原

発」の分科会へ参加しました。

緑の党欧州自由連合副代表のレベッカ・

ハームズ氏は問題的の中で、ドイツで核

廃棄物処分場の候補地となったゴア・レー

ベンという地域は、岩盤が丈夫な根拠も

ない。

保守系で民度の低い地域であるという

事が候補地の理由としか考えられない。

さらに、あの「高レベル放射性廃棄物

の処分場」受け入れで、揺れた高知県東

洋町長の澤山保太郎氏の講演は圧巻でし

た。

疲弊する地方自治体にあって、「核の

処分場の候補地として、手を挙げるだけ

で１０億円」という甘言は、東洋町なら

ずとも動揺を攻めることはできません。

そうした中で、勝手に受け入れを決め

た現職町長へのリコール運動を始め、選

挙戦となり『森林がほとんどで面積７４

平方キロの町の、狭い平地に核のゴミを

埋めて、子や孫になんと説明する！』と

主張して、悩みながらも最後は圧勝した

町長の哲学には脱帽しました。

負けた方についた、ある県議の目算は

『（この町は）民度が低いから受け入れ

反対運動は失敗する。』と高を括り、当

の元町長は選挙前に『住民が幸せを選択

するのではなく、私が住民の幸せを決め

る！』と豪語したと言います。

シンポジウム

北東アジアの非核化の実現に向けて
８日の午後は、視野を世界に広げて、

世界の軍縮についてのシンポに参加しま

した。 驚かされたのは、パネラーとし

て出席した外務相の芹澤氏の所属は、軍

備管理・軍縮課と言います。

彼は、軍縮を進めるＮＧＯ・ピースデ

ポの代表達と、国連会議での「外交戦略」

について、平和推進の立場で、熱い論議

高柳勝巳の活動日記①

【お願い】

平和のためのアニメ映画
ＮＡＧＡＳＡＫＩ１９４５

アンゼラスの鐘 上映会
へ是非ご参加下さい。

とき：10月13日（土）午後２時から

ところ：沼田市中央公民館 ホール
爆心地で自らも被爆しながら、懸命に

救護活動を行い、後にも平和運動へ大き

く貢献された、故

秋月辰一郎医師の

ドキュメントです。

大人１２００円

中高生８００円

小学生５００円

問い合わせ先

連合沼田地協内

２４－０５４１
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手をつなぐ育成会関東甲信越大会
「住みなれた地域で、心配のない生活

の実現」を主題として、９月９日水上観

光会館で開催された本大会へ行ってきま

した。 ごったく広場の福祉就労支援・

ワークワークの仲間がオープニング小劇

で参加と言うことで、ビデオ係を担当し

ました。

劇中でのセリフ『この街で、ワクワク

しながら働きた～い。』が開場の方々の

共通の願いとなって、大きな拍手をいた

だいていました。

また、記念講演での元衆議院議員の山

本譲司氏による「塀の中から見た日本の

福祉」には衝撃を受けました。

「俺ね、ずっとここで暮らしてもいい

と思っているんだ。これまでの人生で、

刑務所の中が一番暮らしやすかったから」

私は彼の言葉に、強いショックを受け

る。そして、その言葉が、出所後の私を

福祉の道へと導いてくれたのだ。

我が国のセーフティーネットは、非常

に脆い網だったのだ。毎日たくさんの障

害者たちが、福祉とつながることもなく、

ネットからこぼれ落ちてしまっている。

そして、やっと司法という網に引っかか

り、刑務所で保護されているのだ。これ

が、日本の刑務所の現実、いや、日本の

福祉の現実だった。いまや、刑務所の一

部が福祉の代替施設と化してしまってい

高柳勝巳の活動日記②

沼田市の決算カードの一部分 専門書の販売会社が「無料招待」という

ことでしたので、８月２日に大宮ソニック

シティビルに行って「財政問題」の勉強を

してきました。

電卓と各参加者の自治体の決算概況（決

算カード）を持参するようにという、「実

践的」研修でした。

講師は、都留文科大非常勤講師・ＮＰＯ

ふるさとの森づくりセンター理事の大和田

一紘氏で、持参した電卓を片手に、夕張と

沼田市の財政状況の比較もしました。

単年度での一面的な分析でなく、最低１

０年分位の財政資料を積み上げながら、長

期的な「傾向」と「原因」を科学的に解析

していく、地道な努力が重要であると力説

していました。

難しくて大変だろうけど、購入してきた

「参考書」も活用しながら、関心のある人

達と「市民版沼田市財政白書」作りに奮闘

してみようかな。
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【議員提案の意見書を県へ提出】

群馬県森林環境税の早急な

創設を求める意見書
森林の持つ公益的機能に対する新税とし

て「群馬県森林環境税」（つまり県民税）

を早急に創設し、森林を有する山村地域の

市町村が森林の維持、育成のための財源を

確保できるようにすることを強く求めると

いうものです。

【賛成】昭和４０年代に入ってから安い外

国産の木材が輸入されてきて、国産材の低

迷が長く続いています。現在では日本で使

用されている木材の８０パーセントは外国

産材となっています。

それに伴い、日本の山々では木々の手入

れが行きとどかなくなり、荒れた山々になっ

ている。県でも新年度森林管理費として約

１７億円予算化し、今年から５年間に毎年

７，０００ヘクタールの森林の間伐を行う

予定です。

誰でも税負担がなければ良いと思います

が、事の本質を先送りにすれば良いという

ものでもありません。税の問題は、議論す

ることによって、住民一人一人の関心を高

めるという効果が大きい。

【反対】構造改革の名の下に地方が切り捨

てられ、とりわけ中山間地域は再生産さえ

危ぶまれる状況となり、「貧困と格差」は

広がるばかりです。

こうした状況下では、森林を維持、育成

するといった美名の下であっても市民、県

民にあらたな負担を求めることは、理解と

【請願の紹介を務めました】

割賦販売法の抜本的改正への意見書
か っ ぷ は ん ば い

日本のクレジット取引は４０兆円を超え

る規模へと拡大し、クレジット取引及びク

レジット会社の役割が増大しているが、そ

の反面、取引を悪用する悪質業者が増えて

き、高齢者を狙った不必要な住宅リフォー

ム工事や布団・呉服等の販売などによるク

レジット消費者被害事件が大きな社会問題

となっています。

健全なクレジット社会を形成していくた

めには、来年国政レベルで見直しが見込ま

れている同法が、ザル法とならぬよう、抜

本的な改正をして、消費者保護を図ること

が不可欠であるという趣旨の請願でした。

意義は分かるが時期尚早
森林環境税の創設を、群馬県

に求める請願について私は、賛

成しかねました。理由は、

①中山間地の苦労や努力は「県

内」に理解してもらうと言うより、その恩

恵の多くを享受している地域、つまり都市

部へ協力を求めたい。（国税に求めたい）

②森林環境のため「こうゆうことに何年間

だけ協力を！」というような具体性に乏し

い。そうでないと住民の説得力を欠く。

③何より「増税」に違いはない。沼田市の

現在の努力や決意は？と問われたら…自信

を持って返せるだろうか。

結果として意義は理解するものの保留と

いう結論でした。

思考模索


